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東
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 
 

                                  

カ
レ
ン
ダ
ー 

  2 0 2 3 年 1 0 月 1 5 日（日曜日） 第 0 2 1 5 号 

令和5年10月15日 

(日曜日) 

裏面もご覧ください 

  安田 久美子 さん 作 

 

17
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

18
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

23
日
（
月
）
稲
穂
サ
ロ
ン
（
新
一
） 

24
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

27
日
（
金
）
パ
ト
ロ
ー
ル
20
時
～ 

28
日
（
土
）
つ
な
ひ
ろ
（
国
際
交
流) 

 
 
 
 
 

「
食
文
化
交
流
｝ 

31
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

１
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

７
日
（
火
）
ス
マ
ホ
講
座 

        
  

ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

８
日
（
水
）
市
丸
カ
フ
ェ 

10
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

 
 
 
 
 

パ
ト
ロ
ー
ル
15
時
～ 

14
日
（
火
）
ス
マ
ホ
講
座 

 
 
 
 
 

ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

15
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

 
 

 

10
月 

 

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
、
も
う
十
月
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
色
々
な
行
事
も
ほ

ぼ
コ
ロ
ナ
前
と
同
様
な
形
で
開

催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

東
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
11
月

18
日(

土)

10
時
か
ら
開
催
さ

れ
ま
す
。 

 

会
場
は
東
谷
興
農
会
で
、
１

日
で
文
化
祭
、
農
業
ま
つ
り
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、

秋
は
な
び
を
行
い
ま
す
。 

 

第
59
回
東
谷
地
区
文
化
祭
は

体
育
館
内
で
展
示
や
ス
テ
ー
ジ

で
の
演
芸
。
第
15
回
東
谷
農
業

ま
つ
り
は
屋
外
で
軽
ト
ラ
市
や

ポ
ン
菓
子
、
豚
汁
、
今
年
は
体

育
館
で
餅
ま
き
も
再
開
し
ま

す
。 

 
へ
ル
ス
メ
イ
ト
（
お
で
ん
・

ぜ

ん

ざ

い

等
）
、
青

少

協

（
ビ
ー
ル
・
酎
ハ
イ
等
）
、
市

民
セ
ン
タ
ー
（
不
用
品
・
ケ
ー

キ
等
）
、
婦
人
会
（
コ
ー
ヒ
ー

等
）
に
よ
る
バ
ザ
ー
に
加
え
、

カ
レ
ー
、
か
ら
揚
げ
、
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
、
メ
ロ
ン
パ
ン
、
た

こ
焼
き
な
ど
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

も
来
場
予
定
で
す
。 

 

本
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
で
は
第

 

21
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
、
今
年
は
出
演
者
も

増
や
し
、
演
奏
を
聴
き
な
が
ら

飲
食
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。 

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
恒
例
の
秋
は

な
び
で
締
め
く
く
り
ま
す
。
つ

き
ま
し
て
は
花
火
オ
ー
ナ
ー
へ

の
ご
協
力
を
是
非
と
も
お
願
い

し
ま
す
。
今
回
は
個
人
オ
ー

ナ
ー
へ
の
福
引
券
配
布
も
復
活

し
ま
す
。 

 

１
日
の
開
催
で
は
あ
り
ま
す

が
、
中
身
の
詰
ま
っ
た
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

観
て
・
聞
い
て
・
飲
ん
で
・
食

べ
て
・
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ま
の
よ
り
多
く
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
小
倉
鉱

山
の
國
江
と
申
し
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
前
任
の
杉
尾
に
代

わ
り
、
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
小

倉
事
業
所
の
所
長
に
任
じ
ら
れ

ま
し
た
。
合
わ
せ
て
小
倉
鉱
業

㈱
の
社
長
も
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

従
い
ま
し
て
、
本
紙
面
を
お

借
り
し
て
少
々
私
の
紹
介
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
前
任
地
は
、

東
京
本
社
で
約
十
年
勤
務
致
し

ま
し
た
。
資
源
の
統
括
そ
し
て

営
業
の
統
括
、
鉱
産
品
事
業
の

全
体
の
統
括
を
担
当
し
て
参
り

ま
し
た
。
入
社
以
来
、
当
社
国

内
グ
ル
ー
プ
八
鉱
山
の
内
、
四

鉱
山
を
歴
任
し
、
今
回
で
八
回

目
の
転
勤
と
な
り
ま
す
。
入
社

以
来
全
国
各
地
で
鉱
産
品
事
業

に
係
る
仕
事
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

九
州
の
地
は
初
め
て
の
勤
務
で

あ
り
、
新
鮮
な
心
持
ち
で
、
着

任
以
降
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。 

特
に
、
北
九
州
は
鉱
業
で
発

展
し
以
降
、
も
の
づ
く
り
の
工

住友大阪セメント㈱
小倉事業所所長 

國江 信司 

11
月 

業
都
市
で
あ
り
、
私
ど
も
の
業

容
と
し
て
も
、
非
常
に
刺
激
に

な
る
と
と
も
に
、
勉
強
に
な

り
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
も
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
多
き
土

地
柄
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
様
な
地
で
私
ど
も
は
、

自
然
を
相
手
に
し
、
貴
重
な
国

の
法
定
鉱
物
で
あ
り
ま
す
資
源

を
開
発
し
、
国
に
そ
し
て
地
域

に
貢
献
す
べ
く
事
業
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。
今
更
で
は
御
座

い
ま
す
が
、
石
灰
石
の
用
途

は
、
セ
メ
ン
ト
の
主
原
料
に
留

ま
ら
ず
、
北
九
州
で
は
メ
イ
ン

産
業
で
あ
り
ま
す
製
鉄
所
の
副

原
料
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
の
骨

材
、
発
電
所
に
於
い
て
は
排
煙

脱
硫
用
の
石
灰
石
タ
ン
カ
ル
等

東谷フェスティバル
実行委員長 
内尾 正憲 

絵
手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

10
月
27
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

10
月
の
絵
手
紙 

9月8日(金）9：30

から、東谷地区協

議会役員が視察に

行きました。 

が
主
用
途
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
更
に
は
、
ガ
ラ
ス
用
、
製

紙
用
、
医
療
用
の
薬
剤
、
食
品

用
と
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
お

り
、
わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
に

密
着
し
た
素
材
と
な
っ
て
い
ま

す
。
無
く
て
は
な
ら
な
い
素
材

な
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
石
灰

石
は
、
唯
一
国
内
で
自
給
自
足

可
能
な
資
源
な
の
で
す
。
従
い

ま
し
て
私
ど
も
は
、
安
定
供
給

の
責
務
と
プ
ラ
イ
ド
を
も
ち
事

業
に
臨
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
し

て
何
よ
り
地
域
の
発
展
に
貢
献

す
べ
く
責
務
を
負
っ
て
い
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

小
倉
鉱
山
は
今
年
で
昭
和
十

年
の
開
山
以
来
、
八
十
八
年
の

歴
史
が
御
座
い
ま
す
。
ひ
と
え

に
地
元
の
方
々
全
て
の
人
の
応

援
が
あ
っ
て
の
事
で
す
。
改
め

て
、
紙
面
を
お
借
り
い
た
し
ま

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
と
も
当
社
は
、
社
員
に

働
き
や
す
く
安
全
な
職
場
と

し
、
地
域
に
は
公
害
対
策
を
進

め
、
更
に
は
地
域
発
展
の
た
め

し
っ
か
り
業
績
を
積
み
上
げ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
小
倉
鉱

山
は
地
域
に
密
着
し
た
企
業
と

し
て
、
「
共
栄
共
存
」
の
精
神

を
基
本
理
念
と
し
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
口 

１
，
０
０
０
円 

第
10
回
東
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

市丸小学校  

  収穫祭 
10 月 22 日（日）

9：00～11：10 
学習発表と収穫したお米で 

おにぎり作りをします 

福引券配布 
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表面もご覧ください 

  2 0 2 3 年 1 0 月 1 5 日（日曜日） 第 0 2 1 5 号 

東
谷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

副
会
長
の
河
野
で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で

こ
こ
３
年
開
催
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
９
月

18

日
に

「
第

56

回
東
谷
地
区
敬
老

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
４
年

ぶ
り
の
新
し
く
な
っ
た
東
谷
興

農
会
体
育
館
で
の
初
め
て
の
開

催
で
し
た
。
長
年
、
東
谷
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
局
長

を
務
め
て
来
ら
れ
た
片
山
様
が

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
後

の
、
初
め
て
の
東
谷
地
区
敬
老

会
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

４
年
ぶ
り
、
ま
た
全
体
を
熟

知
し
て
い
た
片
山
様
が
お
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
開
催

日
前
の
会
場
設
営
で
は
、
ご
協

力
頂
い
た
民
生
委
員
お
よ
び
東

谷
婦
人
部
の
方
々
に
は
大
変
な

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

私
が
前
日
の
会
場
設
営
の
担
当

者
で
し
た
が
、
事
前
の
準
備
不

足
・
勉
強
不
足
で
、
会
場
に
並

べ
る
多
く
の
椅
子
を
何
度
も
並

べ
替
え
る
な
ど
の
作
業
を
皆
様

に
強
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大

変
反
省
し
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
民
生
委
員
お
よ
び
婦
人
部
の

方
々
に
は
来
年
以
降
も
お
世
話

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
再
び
何

度
も
並
べ
替
え
る
な
ど
の
作
業

が
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
当
日
も
、
や
は
り
い

く
つ
か
の
反
省
す
べ
き
点
が
あ

り
ま
し
た
。
事
前
の
連
絡
の
不

備
が
あ
り
、
朝
か
ら
野
球
ク
ラ

  

４月から、小倉南区役所保健福祉課で東谷地区を

担当させていただいております、保健師の岡田です。

どうぞよろしくお願いいたします。 

東谷地区は、雄大な自然に囲まれた町並みが美し

く、お会いする方々がとても温かいので、お伺いする

たびに元気をいただいています。 

さて、私たち小倉南区役所では、昨年度から「血管

100年宣言！みんなで防ごう高血圧in小倉南」をス

ローガンに高血圧予防を重点課題として取り組んで

います。小倉南区は、北九州市で一番高血圧の有病

 

率（ある一時点における高血圧の病気を有する者の割合）が高く、ここ

東谷地区は小倉南区の中でも高い状況です。高血圧は心疾患や脳血

管疾患の原因になるため、病気の早期発見・治療はもちろんのこと、予

防していくことも大切です。 

そのためには、①1日2回（朝・就寝前）の血圧測定②減塩の食事 

③適度な運動④年に1回の健診受診 をお勧めしています。 

しかしながら、東谷地区の特定健診の受診率は小倉南区と比べて低

いため、自らの健康状態を確認できる健診をもっと知っていただきた

いと考えています。 

皆様に気軽に受診いただけるよう、令和6年1月14日（日）に東谷市

民センターで集団健診を行います。ぜひ、この機会を活用してくださ

い。（健診は事前予約が必要です。詳しくは、12月1日号の市政だよりを

ご覧になるか、下記窓口にお問い合わせください。） 

皆様の健康寿命（介護が要らずに生活できる期間）が延伸するよう、

頑張っていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

（問い合わせ先） 

小倉南区役所保健福祉課地域保健係  電話： 951-4125 

小倉南区役所 
保健師 

岡田 圭子 

ブ
の
中
学
生
の
練
習
試
合
が
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
る
こ
と
を

全
く
認
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
野
球
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に

は
、
荷
物
の
置
き
場
所
、
ま
た

ボ
ー
ル
が
飛
ん
で
く
る
可
能
性

の
あ
る
場
所
に
敬
老
会
関
係
者

の
車
が
停
ま
っ
て
い
た
こ
と
な

ど
で
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
車
を
移
動
さ
せ
る

な
ど
で
敬
老
会
関
係
者
の
皆
様

に
も
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
ま
た
、

80

歳
の
記
念
撮

影
で
は
、
背
景
の
ス
ク
リ
ー
ン

が
用
意
で
き
て
お
ら
ず
、
長
時

間
の
待
機
を
強
い
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
撮
影
対
象
者
の
皆

様
に
は
改
め
て
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

い
く
つ
か
の
問
題
点
は
あ
り

ま
し
た
が
、
ご
出
席
頂
い
た

75
歳
以
上
の
高
齢
者
２
１
６

名
の
方
々
、
ま
た
多
く
の
来
賓

及
び
関
係
者
の
方
々
の
お
陰
で

敬
老
会
は
無
事
に
遂
行
す
る
こ

9/18 東谷地区敬老会 

東谷地区社会福祉 
協議会 副会長 
河野 秀春 

 

 新道寺一歴史散策は、真夏の猛暑の為、現地散策は秋口に行う予定とし、

今回は市民センターで講座のみ行いました。新道寺一町内は東の貫山系か

ら西の福智山系迄広がる東谷の中央部に位置し、面積も広いので2回にわ

たっての講座・散策になります。前編では丸山・山ヶ迫の組内を紹介します。

新一はその位置からJR石原町駅、ＪＡ農協、郵便局、小学校、医院・無法松

酒造・山家醤油など各種施設、店舗などが集まっています。丸山は石原町駅

の裏手の小高い丘陵地でその頂上付近に新道寺小学校があります。また、

井手浦川と東谷川が合流する大出の堰の近くにはあまり知られていません

が昭和19年の太平洋戦争の真っただ中の年の宮中祭祀の新嘗祭の献上米

を作った斎田跡記念碑などがあります。また旧322号線沿いの山ヶ迫では無

法松酒造・山家醤油の老舗や県文化財の法円寺梵鐘や明治期に東谷の発

展に尽力された山家家の方の顕彰碑なども残っています。 

 また、史跡や文化財ではありませんが新しいムーブメントとして、ヤングガン

ガンというマンガ雑誌に20年以上にわたり連載されている女子競技麻雀漫

画『咲‐Saki-』の主人公のライバル校として新道寺女子高という架空の学校

が登場する場面の背景として新一の大出の堰周辺が描かれた場面が登場し

ます。それで熱心なファンの方が聖地巡礼として作中の場面を特定するため

にこの地を訪れることもままあるようです。 
      東谷歴史散策のお問い合わせは ０９０－８６０４－４５４４ 西田まで。 

（文責： 西田 順一 ） 

10/3 市民講座 
「コンポストに挑戦」②

10/4 第１回文化祭実行委員会 

斎田跡記念碑と当時の献上米

収穫の儀式の様子です 

比較研究のため原作コミックの

表紙画像をお借りしています。  

と
が
で
き
ま
し
た
。
式
典
の
後

の
演
芸
で
は
、
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
が
、
巧
み
な
、
ま
た
趣

向
を
凝
ら
し
た
演
出
と
芸
で
楽

し
ま
せ
て
頂
き
、
多
く
の
出
席

者
が
喜
ん
で
、
楽
し
く
過
ご
せ

た
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

前
述
の
い
く
つ
か
の
課
題
の

他
、
椅
子
席
で
の
飲
食
の
難
し

さ
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ

り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
や
り
方

が
い
い
の
か
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
中
で
も
、
ま
た
多
く
の
関

係
者
の
方
々
と
も
協
議
を
重
ね

な
が
ら
、
よ
り
良
い
「
東
谷
地

区
敬
老
会
」
を
目
指
し
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 今

後
と
も
東
谷
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
へ
の
ご
理
解
・
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
本
年
の
「
東
谷
地

区
敬
老
会
」
開
催
へ
の
ご
参

加
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

9/22 全市一斉パトロール 

9/29 家庭教育学級 開級式 

10/4 避難訓練 

４年ぶりの開催 

式典と演芸の様子 

9/16 豊前坊祭（小森町内） 


